
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

五

七

号

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

緒

方

林

太

郎
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風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
君
提
出
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
に
関
し
、

次
の
通
り
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
の
「
二
及
び
三
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
「
射
幸
心
」
と
は
、
偶
然
に
財
産

的
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
欲
心
を
い
う
。
」
と
あ
る
。

（
ア
）

「
財
産
的
利
益
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
法
令
は
存
在
せ
ず
、
過
去
の
主
意
書
答
弁
で
も
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
何
を
指
す
の
か
。
現
金
や
金
（
き
ん
）
は
含
ま
れ
る
か
。

（
イ
）

「
財
産
的
利
益
」
と
は
、
例
え
ば
、
競
馬
法
、
自
転
車
競
技
法
、
小
型
自
動
車
競
走
法
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

法
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
の
あ
る
「
財
産
上
の
利
益
」
と
は
異
な
る
概
念
か
。
異

な
る
場
合
、
そ
の
違
い
は
何
か
。

（
ウ
）

「
欲
心
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
法
令
は
存
在
せ
ず
、
過
去
の
主
意
書
答
弁
で
も
使
わ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
、
何
を
指
す
の
か
。

二

答
弁
書
の
「
四
及
び
五
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
す
な
わ
ち
、
「
射
幸
心
を
助
長
」
す
る
ま
で
に
至
ら
な
い
も
の
で

一



あ
っ
て
も
、
「
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
も
の
に
該
当
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
答
弁
の
中
に

あ
る
「
射
幸
心
」
と
は
、
い
ず
れ
も
風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
「
射
幸
心
」
を
指
し
て
い
る
か
。

三

答
弁
書
の
「
七
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
ぱ
ち
ん
こ
屋
に
つ
い
て
は
、
客
の
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
風
営
法
に
基
づ
き
必
要
な
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
規
制
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
営
業
に
つ
い
て

は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
罪
に
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
以
下
の
い
ず
れ
を
意
味
し
て
い
る
か
。

（
ア
）

ぱ
ち
ん
こ
は
、
刑
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
さ
れ
る
「
賭
博
」
で
は
な
い
。

（
イ
）

ぱ
ち
ん
こ
は
、
刑
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
さ
れ
る
「
賭
博
」
で
あ
る
が
、
同
条
の
「
一
時
の
娯
楽
に
供
す
る
物

を
賭
け
た
に
と
ど
ま
る
」
も
の
で
あ
る
。

（
ウ
）

ぱ
ち
ん
こ
は
、
刑
法
第
三
十
五
条
に
お
け
る
「
正
当
行
為
」
に
当
た
り
、
こ
れ
に
よ
り
同
法
第
百
八
十
五
条
に
規

定
さ
れ
る
「
賭
博
」
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
て
い
る
。

四

答
弁
書
の
「
六
に
つ
い
て
」
及
び
「
七
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
客
が
ぱ
ち
ん
こ
屋
の
営
業
者
か
ら
そ
の
営
業
に
関
し
賞
品

の
提
供
を
受
け
た
後
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
の
営
業
者
以
外
の
第
三
者
に
当
該
賞
品
を
売
却
し
た
結
果
、
風
営
法
に
基
づ
く
必
要
な

二



規
制
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
そ
れ
が
刑
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
罪
に
該
当
す
る
事
は
あ
り
得
る
か
。
あ
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
状
況
下
で
そ
れ
が
起
こ
る
か
を
答
弁
あ
り
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


